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がん患者の主要な身体症状 

 全身倦怠感 97.6％ 

 食思不振  94.7％ 

 痛み    76.7％ 

 便秘    75.2％ 

 不眠    63.1％ 

 呼吸困難  51.9％ 

 嘔気・嘔吐  46.1％ 

 せん妄   31.6％ 

 死前喘鳴  25.2％ 

 腹水    24.3％ 

 胸水    23.8％ 

 不穏    17.5％ 

 腸閉塞   16.0％ 

 黄疸    16.0％ 

 吐血・下血  6.8％ 

 嚥下困難   5.8％ 

小川道雄編：一般病棟における緩和ケアマニュアル、へるす出版、2005. 



がん患者における痛みの原因 

 がん自体による痛み（浸潤、転移） 

 

 がん治療による痛み 

   （手術瘢痕、放射線・化学療法による口内炎、 

    末梢神経障害など） 

 

 がんに関連した痛み 

   （筋攣縮、リンパ浮腫、便秘、褥そうなど） 

 

 がんには関連のない痛み 

   （筋・筋膜性疼痛、変形性脊椎症、関節炎など） 
 



痛みの種類 



痛みの評価 

 どこが  いつから  どんなふうに 

   原因は何か？ 

   痛みの種類は？ 

 

 どれくらい 

   強さはーＶＡＳ ＮＲＳ  

   いつ（パターンは） 

   日常生活への影響は（睡眠・食事など） 



痛みの強さ 



痛みの治療の目標 

 第１目標 ：痛みに妨げられない夜間の睡眠の確保 

 

 第２目標 ：安静時の痛みの消失 

 

 第３目標 ：体動時の痛みの消失 



ＷＨＯのがん疼痛治療法の基本原則 

1）経口的に             by the mouth 
 
2）時刻を決めて規則正しく     by the clock 
 
3）痛みの強さに合わせて     by the ladder 
 
4）個別の量で                 for the individual 
 
5）細かい配慮を                with attention detail 



WHOの３段階除痛ラダー 

非オピオイド鎮痛薬 

非オピオイド鎮痛薬 

非オピオイド鎮痛薬 

痛みの残存または増強 

痛みの残存または増強 

軽度から中等度の 
痛みに用いるオピオイド 

中等度から高度の 
痛みに用いるオピオイド 

±鎮痛補助薬 

± 
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モルヒネの副作用 

 便秘 

 

 嘔気・嘔吐 

 

 眠気 

 

 せん妄 

 

 呼吸抑制 



モルヒネの副作用 

鈴木勉：オピオイド治療.ミクス、2001,25 

（動物実験におけるモルヒネの 
種々の薬理作用におけるＥＤ50）  



鎮痛補助薬使用によるがん疼痛治療 

日本緩和医療学会がん疼痛治療ガイドライン 



実際の処方の方法 
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定期投与薬 + 頓用薬（レスキュー） 

   非オピオイド鎮痛薬 

   徐放製剤            

 

 

 

 

副作用対策 

   制吐剤 

   緩下剤 

痛い 痛い 痛い 

定期投与 

レスキュー 

9時 21時 9時 

速放製剤 



まとめ 

 

痛みを評価する 

 

ＷＨＯのがん疼痛治療法を理解する 

 


